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平成22年度事業活動及び平成23年度事業計画
平成22年度事業活動 平成22年度決算書

平成23年度収支予算

平成23年度事業計画
　札幌大学後援会では、在学生を支援の主たる対象とし、各種支援事業を平成23年度も継続してまいります。
・主な事業計画は次のとおりです。
　 ①後援会総会の開催（後援会活動活性化の観点から保護者懇談会【5月の札幌大学での開催】との同日開催）、
②札幌大学との共催による保護者懇談会の開催（会議費、旅費交通費等の運営経費を補助）、③学生への経済
的支援（1）課外活動への援助金（全国大会及びこれに準ずる大会等へ参加する部員への遠征費補助、文化系
サークルの活動費を補助）、（2）学外研修への援助金（国内外の宿泊研修、臨地研修等への参加費を補助）、（3）
資格取得・受験対策への援助金（能力開発センター開講講座の資格取得者への援助金、正課授業に係る資格
の受験者への援助金）、（4）外国人留学生への援助金（学習奨励金を補助）、（5）札幌大学奨学金制度への援
助金（成績優秀者に対する奨学金資金の援助、また今年度からは経済的困窮度を重視した生活支援奨学金の
援助）、（6）地域貢献活動への援助金（めぇーずの活動資金を補助）、（7）広報活動（『後援会だより』の発行）

（1）補助事業
　①課外活動への補助� 単位：円

交付団体名 大会名 支出金額

サッカー部

第34回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント 294,000
第65回国民体育大会 94,500
第46回全国社会人サッカー選手権大会 94,500
第34回全国地域サッカーリーグ決勝大会 142,800

男子バレーボール部
第63回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 142,800
第29回東日本バレーボール選手権 69,300

男子バスケットボール部 第62回全日本大学バスケットボール選手権大会 113,400
女子バスケットボール部 第62回全日本大学バスケットボール選手権大会 142,800

卓球部
第80回全日本大学総合卓球選手権大会 67,200
第77回全日本大学総合卓球選手権大会 18,900

弓道部 第58回全日本学生弓道選手権大会 163,800

剣道部
第58回全日本学生剣道優勝大会 75,600
第58回全日本学生剣道選手権大会 25,200

柔道部
全日本学生柔道優勝大会 81,900
全日本学生柔道体重別選手権大会 25,200
全日本学生柔道体重別団体優勝大会 126,000

スケート部

第79回全日本フィギュアスケート選手権大会 10,500
第4回東日本学生フィギュアスケート選手権大会 12,600
第36回東日本フィギュアスケート選手権大会 31,500
第83回日本学生氷上競技選手権大会 151,200
第66国民体育大会冬季大会スケート競技会 21,000
第11回大学アイスホッケー交流戦 199,500
第7回冬季アジア大会 37,800

少林寺拳法部 第44回少林寺拳法全日本学生大会 12,600
ソフトテニス部 全日本学生ソフトテニス大会 176,400
準硬式野球部 第28回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会 10,500

スキー部
第84回全日本学生スキー選手権大会 29,400
第25回冬季ユニバーシアード大会 25,200

X-SPORTS研究会 ORAGE AIR STADIUM 10,500
吹奏楽団 第58回全日本吹奏楽コンクール 189,000

15団体 小　計　　　2,595,600

交付団体名 文化系サークルの活動内容 支出金額
ファニーカンパニー ライブハウスでのライブ活動 50,000
アビーロード音楽研究会 オリジナル曲の発表会 50,000
アマチュア無線部 小樽地域住民と無線を交信し技術向上をはかる 50,000
茶道部 文連祭他 50,000
ジャズ研究会 演奏会 50,000
よさこいソーラン研究会lafete 第19回YOSAKOIソーラン祭り 50,000
二輪同好会 教習所でライディングテクニックの講習会 50,000
旅行研究会 文連祭で発表、旅行先を研究 30,000

8団体 小　計　　　　380,000

� 課外活動への補助金合計　2,975,600円

　②札幌大学奨学金への援助.....................................................................................7,200,000円

　③札幌大学学外研修援助金.....................................................................................3,000,000円

　④札幌大学資格取得等奨励援助金............................................................................5,000,000円

　⑤外国人留学生への援助........................................................................................5,500,000円

　⑥札幌大学大学祭への補助金.......................................................................................50,000円

　⑦卒業祝賀会への補助金.............................................................................................50,000円

　⑧札幌大学保護者懇談会に係る旅費への補助金...........................................................1,830,610円

　⑨札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブへの補助金...............................................1,000,000円

� 補助費支出合計　26,606,210円

平成22年度収支計算書（自平成22年4月1日　至平成23年3月31日）� 単位：円
科　　目 予　　算 決 算 額 増 ・ 減

収入の部
前年度繰越金 36,745,404 36,745,404 0
第一種会員会費 40,000,000 44,030,000 4,030,000
第二種会員会費 150,000 260,000 110,000
第三種会員会費 40,000 0 △　40,000
利息 20,000 18,098 △　1,902
前受金 0 3,000 3,000
基金取崩収入 0 0 0

合　計 76,955,404 81,056,502 4,101,098
支出の部
基金充当金 0 0 0
補助費 30,600,000 26,606,210 △　3,993,790
消耗品費 85,000 30,901 △　54,099
旅費交通費 450,000 309,930 △　140,070
印刷費 1,190,000 963,270 △　226,730
通信費 1,297,000 1,165,358 △　131,642
支払手数料 50,000 8,818 △　41,182
会議渉外費 2,370,000 1,653,037 △　716,963
予備費 200,000 30,000 △　170,000

小　計 36,242,000 30,767,524 △　5,474,476
当年度収支差額（次年度繰越金） 40,713,404 50,288,978

合　計 76,955,404 81,056,502 4,101,098

平成22年度資産（現預金）・基金内訳表（平成23年3月31日現在）� 単位：円
勘定科目 前年度繰越金 3月末 増　　減

《資産の部》
現金（事務室保管） 8,517 41,385 32,868
普通預金（北海道銀行西岡） 21,395,756 34,763,607 13,367,851
普通預金（北洋銀行豊平） 15,341,131 15,483,986 142,855
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0

資産合計 82,745,404 96,288,978 13,543,574
《基金の部》
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0
収支差額（次年度繰越金） 36,745,404 50,288,978 13,543,574

基金合計 82,745,404 96,288,978 13,543,574

収入の部� 単位：円
科　　目 平成22年度決算 平成23年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

前年度繰越金 36,745,404 50,288,978 13,543,574
第1種会員会費 44,030,000 40,000,000 △　4,030,000 10,000円×4,000人＝40,000,000
第2種会員会費 260,000 150,000 △　110,000 3,000円×50口
第3種会員会費 0 0 0
受取利息 18,098 20,000 1,902
前受金 3,000

合　　計 81,056,502 90,458,978 9,405,476

支出の部� 単位：円
科　　目 平成22年度決算 平成23年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

補助費 26,606,210 31,200,000 4,593,790

札幌大学奨学金援助金
課外活動補助金・卒業祝賀会・大学祭
外国人留学生補助金（生協利用券）
学外研修援助金・資格取得等奨励援助金
表彰
保護者懇談会（大学分旅費）
地域貢献費

消耗品費 30,901 70,000 39,099
事務用消耗品
コピー用紙

旅費交通費 309,930 450,000 140,070 役員会、保護者懇談会

印刷費 963,270 1,170,000 206,730

封筒
各種案内状
会報作成
印字、袋詰め、発送委託費
その他印刷

通信費 1,165,358 1,287,000 121,642
後援会だより発送2回分、会費納入案内
役員会、総会案内・保護者懇談会等の案内他

支払手数料 8,818 50,000 41,182 会費納入振込手数料・業者への振込手数料

会議渉外費 1,653,037 2,170,000 516,963
役員会会議費、総会・札幌会場保護者懇談会参加者昼食費、地方会場費
祝儀等

予備費 30,000 200,000 170,000
小　　計 30,767,524 36,597,000 5,829,476

次年度繰越金 50,288,978 53,861,978
合　　計 81,056,502 90,458,978

編集後記
　今回で 12 回目となる札幌大学吹奏楽団主催「たんぽぽコンサート」に、取材を兼ねて初
めて行ってみました。私は音楽愛好家というわけではありませんが、先の大震災からの復興
を願う「東北のためのエレジー」という楽曲が、聴取者にどのように伝わるのか見届けたい
と思い、会場へ足を運びました。演奏は素晴らしく大盛況。東北民謡をアレンジした旋律から、
のどかな地方の風景が思い浮かび、どうかこの困難を乗り越えてほしいと願わずにはいられ
ませんでした。
　さて、今回の「後援会だより」から、アンケートの同封を控えさせていただきましたが、
今後も保護者の皆様からのご意見、ご感想は引き続き承っていく方針ですので、どうぞ忌憚
のない声をお寄せください。お待ちしています。

　
毎
年
恒
例
の
「
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
」。
今
年
は
5
月
28
日

土
曜
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
同
日
は
総
会
に
続
い
て
保
護
者

懇
談
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
22
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
23
年
度
事
業
計
画
、
ま
た
、
保
護
者
懇
談
会
で
は
ご
子
女
の
進

路
指
導
な
ど
、
充
実
し
た
話
し
合
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
回
は
、
重
要
な
情
報
交
換
の
機
会
と
な
っ
た
当
日
の
模
様
を

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

会
場
の
2
2
0
4
教
室
に
は
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
予
定
通
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
は
対
馬
徳

昭
会
長
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、先
ず
会
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
、

日
頃
か
ら
後
援
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る
こ

と
を
感
謝
し
、
今
後
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
旨
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
22
年
度
の
事
業
活
動
報

告
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
決
算
報
告
、
会
費
の
納
入
状
況
が
報
告
さ
れ
、
監

事
の
三
ッ
木
芳
夫
、
佐
々
木
忠
則
両
氏
よ
り
資
金
運
用
の
健
全
性

が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
全
会
一
致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

次
に
平
成
23
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
・
提
案
が
あ
り

　

後
援
会
総
会
と
同
日
の
午
後
1
時
か
ら
、
今
年
度
最
初
と
な

る
「
保
護
者
懇
談
会
」
を
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
ご
存
知
の
通
り
、
こ
の
懇
談
会
は
大
学
と
後
援
会
が
共

催
し
、
毎
年
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
就
職
活
動
を
迎

え
る
3
、
4
年
生
の
保
護
者
の
方
で
、
や
は
り
卒
業
、
就
職
に

対
す
る
関
心
の
強
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
札
幌
大
学
を
紹
介
す
る
D
V
D
が
放
映
さ
れ
、
続
い
て

桑
原
真
人
学
長
、対
馬
徳
昭
後
援
会
会
長
の
挨
拶
で
会
が
ス
タ
ー

ト
。
続
い
て
就
職
状
況
に
関
す
る
説
明
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、

泉
敬
史
就
職
部
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。
現
在
の
厳
し
い
社
会
・

ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
、
学
生
の
課
外
活

動
、
学
外
研
修
、
資
格

取
得
や
受
験
対
策
へ
の

資
金
援
助
、
外
国
人
留

学
生
へ
の
援
助
、
奨
学
金

に
対
す
る
資
金
援
助
な

ど
の
各
種
補
助
事
業
、

さ
ら
に
平
成
23
年
度
保

護
者
懇
談
会
の
開
催
計

画
で
す
。
審
議
の
結
果
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
全
会
一

致
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
を
経
て
、
後
援
会
か
ら
札
幌
大
学
に
対
し
、
援
助

金
の
贈
呈
式
を
挙
行
。
対
馬
徳
昭
後
援
会
会
長
か
ら
桑
原
真
人

学
長
に
、「
札
幌
大
学
の
学
生
を
援
助
し
た
い
」
と
の
後
援
会
一

同
の
願
い
を
込
め
た
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
桑
原
学
長
は
今

年
4
月
に
学
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
。
そ
れ
だ
け
に
「
後
援
会

さ
ま
よ
り
大
学
に
対
し
、
こ
れ
ほ
ど
手
厚
い
ご
支
援
を
賜
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
な
援
助
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
閉
会
の
言
葉
と
と

も
に
起
こ
っ
た
拍
手
は
、

こ
の
日
最
も
大
き
な
音

と
な
っ
て
会
場
を
包
み
、

後
援
会
に
対
し
、
一
層
期

待
す
る
保
護
者
の
皆
さ

ま
の
総
意
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

経
済
情
勢
、
求
人
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
さ
ら
に
学
生
の

就
職
意
識
の
変
化
と
、
そ
れ
に
対
す
る
札
幌
大
学
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
困
難
な
時
代
に
際
し
、

学
生
、
大
学
、
保
護
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
訴
え
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
も
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
学
部
ご
と
の
説
明
会
、
さ
ら
に
個
別

懇
談
が
行
わ
れ
、担
当
教
員
か
ら
ご
子
女
の
講
義
へ
の
出
席
状
況
、

成
績
、
就
職
展
望
な
ど
細
か
な
状
況
確
認
と
具
体
的
な
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
保
護
者
懇
談

会
は
、
今
後
も
道
内
各
地
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
地
方
に
お
い
て

も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
の
情
報
交
換

を
一
層
密
に
し
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
方

針
で
す
。

■全体説明の内容について
　●学年別の説明会もあった方が適切な情報提供が出来るのではないで

しょうか。
　　「リムディ」のお話し、良かったです。就職に関しての説明も良く解

りました。４年生の親としてはもっと早いうちに出席していれば良
かったと思いました。

　●就職部長のお話がとても良かったです。親も学校に来る機会を多く
持てるよう、親が相談出来る場所を教えて頂けると助かります。

　●後援会長の話は、同窓生の立場からのお話で参考になった。
　
■保護者懇談会または本学について
　● FD の意味が全くわかりません。もう少し工夫した方が良いのでは

ないでしょうか。
注）FD とは Faculty Development の略で、教員が授業内容・方法を改善し、向

上させるための組織的な取組をいいます。札幌大学では教職員と学生による
意見交換をふまえ、学生発案型の授業を導入しています。

　●親は、子供の学生生活がまるで解らないのでこの様な行事はとても
うれしい。

　●大学生にもなって、親が学校へ行くこともないだろうと思っていま
したが、親が関わることは多々あることが解った。

　　色々なサポートがあることを改めて知り、是非活用させていただこ
うと思いました。

　
■個別懇談での説明・対応について
　●直接話しを聞く事で少しの安心感を得ました。ただ、ゼミの先生の

学生へのイメージが固まっているようで、もう少し違う面からの見
方もしていただければと思います。

　●担当教員の説明が良かった。就活とも今後期待している。
　●お聞きしたい事をまとめていたので、とても有意義な時間になりま

した。先生もとても親身になって相談にのっていただき、有難く思
いました。

保護者懇談会へ参加して

平
成
23
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
及
び
保
護
者
懇
談
会

札
幌
大
学
後
援
会
総
会

日
時
／
平
成
23
年
5
月
28
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
2
2
0
4
教
室

札
幌
大
学
保
護
者
懇
談
会

日
時
／
平
成
23
年
5
月
28
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
ほ
か

援助金贈呈式

土谷享後援会副会長

懇談会でのDVD放映

ドリンクサービス

平成23年度総会 三ッ木芳夫監事

保
護
者
と
大
学
、
さ
ら
に
後
援
会
を
結
ぶ
、
年
に
一
度
の
貴
重
な
場
と
し
て

大
盛
況
の
1
日
を
レ
ポ
ー
ト
！

個別懇談

C　O　N　T　E　N　T　S

札幌大学後援会総会...........................1

札幌大学保護者懇談会

たんぽぽコンサート...........................2

学長インタビュー..............................3

文化系サークル援助金交付式

学生の声

平成22年度事業活動及び平成23年度事業計画

...................................................4

（2）札幌大学保護者懇談会
開催地 開催日 参加人数

札　幌（札幌大学）   5月29日（土） 179
札　幌（札幌大学）   9月  4日（土） 170
釧　路（釧路東急イン）   9月11日（土）   22
青　森（ホテル青森）   9月11日（土）   11
帯　広（十勝ガーデンズホテル）   9月12日（日）   23
函　館（函館国際ホテル）   9月12日（日）   32
北　見（ビッツアークホテル） 10月  2日（土）   27
苫小牧（グランドホテルニュー王子） 10月  3日（日）     7
旭　川（ロワジールホテル旭川） 10月  3日（日）   26

合　計 497

（3）広報活動
　　「後援会だより」を10月1日、3月1日付けの年2回発行

（4）札幌大学後援会総会
　　期日：平成22年5月29日（土）
　　場所：札幌大学　2204教室

（5）札幌大学後援会役員会
　〈第1回〉
　　期日：平成22年4月20日（火）
　　場所：札幌大学　第1会議室
　〈第2回〉
　　期日：平成22年5月29日（土）
　　場所：札幌大学　第1会議室

［課外活動］

男子バレーボール部 準硬式野球部 よさこいソーラン研究会lafete

茶道部

札幌大学後援会だより 第37号（4）2011年10月1日札幌大学後援会だより（1）第37号 2011年10月1日



平
成
22
年
度
　
外
国
語
学
部
学
外
研
修
　
参
加
者

平
成
22
年
度
　
経
済
学
部
学
外
研
修
　
参
加
者

　

後
援
会
で
は
体
育
会
系
サ
ー
ク
ル
へ
の
補

助
だ
け
で
な
く
、
文
化
連
合
会
所
属
の
各
サ
ー

ク
ル
に
対
し
て
も
補
助
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
補
助
の
申
請
が
あ
っ
た
の
は
、

ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
音
楽
研
究
会
、
フ
ァ
ニ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
、
民
族
音
楽
研
究
部
と
い
っ
た
音
楽
系

サ
ー
ク
ル
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
部
、
写
真
部

の
計
5
団
体
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
に
対
し
、
去
る
6
月
14

日
、
後
援
会
か
ら
補
助
金
の
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
交
付
式
は
役
員
紹
介
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
続
い
て
土
谷
享
副
会
長
よ
り
「
札
大

は
文
武
両
道
。
そ
れ
だ
け
に
運
動
部
ば
か
り

で
は
な
く
、
文
化
系
の
サ
ー
ク
ル
の
活
躍
に
も

期
待
し
て
い
ま
す
」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
後
藤
善
久
学
生
部
長
よ
り
「
多

大
な
る
ご
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
い
よ
い
よ
贈
呈
式
へ
。

土
谷
享
副
会
長
よ
り
各
サ
ー

ク
ル
の
代
表
に
補
助
金
が
直

接
手
渡
さ
れ
、学
生
か
ら
「
補

助
金
は
有
効
活
用
し
、
期
待

に
応
え
る
成
果
が
挙
げ
ら
れ

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
後
援
会
で
は
、
札

大
生
の
全
て
の
課
外
活
動
が

よ
り
充
実
す
る
こ
と
を
願
い
、

今
後
も
よ
り
多
く
の
団
体
を

支
援
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

心
に
響
く
音
と
旋
律
が
聴
衆
を
魅
了
す
る

吹
奏
楽
。
札
幌
大
学
に
も
創
立
30
周
年
を
迎

え
る
「
札
幌
大
学
吹
奏
楽
団
」
が
あ
り
、
現

在
53
人
の
部
員
が
音
楽
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

毎
年
春
に
開
催
し
て
い
る
「
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ン

サ
ー
ト
」
で
す
。
12
回
目
を
数
え
る
今
回
は
、

先
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
地
域
へ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
呼
び
か
け
る
演
奏

会
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
注
目
は
日
本

の
復
興
を
願
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
作
曲
家
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
・コ
ミ
タ
ス
さ
ん
が
作
っ
た
「
東

北
の
た
め
の
エ
レ
ジ
ー
」。
こ
れ
は
「
会
津
磐

梯
山
」
や
「
南
部
牛
追
唄
」
な
ど
東
北
民
謡

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ

タ
ス
さ
ん
は
完
成
し
た
楽
譜
を

近
畿
大
学
吹
奏
楽
部
顧
問
の
角

谷
先
生
に
託
し
ま
し
た
が
、
同

大
で
は
公
演
日
程
が
調
整
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
知
人
で
あ
る
札
幌
大
学
吹

奏
楽
団
の
音
楽
監
督
兼
指
揮
者
の
今
井
敏
勝

先
生
の
も
と
に
。「
被
災
地
の
力
に
な
り
た

い
」
と
い
う
札
幌
大
学
吹
奏
楽
団
の
総
意
で
、

急
遽
「
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
の
初
演

が
決
ま
り
ま
し
た
。
演
奏
会
当
日
の
5
月
22

日
は
日
曜
日
だ
け
に
、
会
場
の
プ
レ
ア
ホ
ー

ル
に
は
多
く
の
聴
衆
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
2
部
構
成
で
、
映
画
音
楽

や
童
謡
、
食
器
を
楽
器
に
仕
立
て
た
ユ
ニ
ー

ク
な
演
奏
な
ど
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
含
め
計

12
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
お
子
様
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
幅
広
く
楽
し
め
る
内
容
に
よ

り
、
聴
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
喝
采
を
浴
び
、

コ
ン
サ
ー
ト
は
大
盛
況
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

か
ら
も
注
目
さ
れ
た
「
東
北
の
た
め
の
エ
レ

ジ
ー
」
は
、
情
感
豊
か
な
調
べ
に
復
興
へ
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
聴
衆
は
心
を
一

つ
に
し
て
い
ま
し
た
。
演
奏
に
感
動
し
た
聴

衆
か
ら
た
く
さ
ん
の
心
遣
い
が
寄
せ
ら
れ
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
大
成
功
。
集
ま
っ
た
寄
金

は
、
津
波
で
楽
器
を
流
さ
れ
た
被
災
地
の
学

生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
歴
史
と
実
績
を
積
み

上
げ
て
き
た
札
幌
大
学
吹
奏
楽
団
。
今
後
も

活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

少
子
化
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な

ど
、
日
本
が
数
々
の
難
問
を
抱
え
る
な
か
、

新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
大
学
づ
く
り
を

目
指
し
て
就
任
し
た
桑
原
真
人
新
学
長
に
、

今
後
の
教
育
方
針
や
学
長
と
し
て
の
抱
負

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
、
札
幌
大
学
経
済
学
部
教
授

に
着
任
し
、
以
降
、
図
書
館
長
、
経
済
学

研
究
科
長
、
札
幌
大
学
附
属
総
合
研
究
所

所
長
を
歴
任
の
の
ち
、
平
成
23
年
4
月
、

札
幌
大
学
・
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部

学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
専
門
は
北
海

道
近
・
現
代
史
で
す
。
札
大
に
着
任
し
た

当
初
は
、
学
生
と
活
発
に
交
流
し
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
お

と
な
し
い
学
生
が
多
く
、
や
や
物
足
り
な
さ

を
感
じ
ま
す
ね
。
オ
シ
ャ
レ
で
明
る
く
前
向

き
と
い
う
の
が
札
大
生
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
以
前

の
よ
う
に
元
気
の
良
い
学
生
を
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
も
後

援
会
に
は
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
大
学
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は
「
協
働
」

で
す
。
こ
れ
は
、
立
場
の
違
う
人
び
と
が
同

じ
目
標
を
共
有
し
、
と
も
に
力
を
出
し
合
っ

て
活
動
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
「
協

働
」
を
柱
と
し
、
学
生
と
教
職
員
、
さ
ら
に

保
護
者
の
皆
さ
ま
が
一
体
と
な
っ
て
理
想
の

大
学
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
三
者
が
今
後

一
層
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
大
学
で

は
後
援
会
と
共
催
で
保
護
者

懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
設
け
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
学
生
に
対
し
て
は
、
総

合
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
「
ア

イ
ト
ス
」
を
活
用
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

修
学
状
況
や
課
外
活
動
、
さ
ら
に
就
職
活

動
の
状
況
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握

し
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
手
厚
く
支
援
す
る
一
方
で
、

学
生
の
自
立
も
促
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
学
生
自
ら
が
大
学
の

授
業
改
善
を
推
進
す
る
「
F
D
活
動
」
や
、

さ
き
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
持
続
的

な
募
金
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
リ
ム

デ
イ
．11
」
な
ど
、
学
生
と
大
学
が
一
体
と

な
っ
た
活
動
も
盛
ん
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、

学
生
が
主
役
の
大
学
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

来
年
、
札
幌
大
学
は
開
学
45
周
年
を
迎

え
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
5
年
後
に
は
節
目
と

な
る
50
周
年
と
な
り
ま
す
が
、
私
と
し
て
は

大
き
な
記
念
式
典
を
開
く
の
で
は
な
く
、
学

部
ご
と
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
社
会
の
「
知
の
拠
点
」
に
相
応
し

い
研
究
交
流
の
機
会
を
設
け
よ
う
と
、
構
想

を
練
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
後
援
会
に
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

賜
り
た
く
、重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
報
告

震
災
復
興
の
願
い
を
込
め

「
東
北
の
た
め
の
エ
レ
ジ
ー
」

を
初
演

「
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ン
サ
ー
ト
」

心
に
響
く
音
と
旋
律
、
札
幌
大
学
吹
奏
楽
団
が

東
日
本
大
震
災
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
兼
ね
、

感
動
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
！

日
時
／
平
成
23
年
5
月
22
日
（
日
）　
午
後
2
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル

演
奏
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
も

大
成
功
で
終
了
！

文
化
系
サ
ー
ク
ル
援
助
金
交
付
式

札
大
生
は
文
武
両
道
、
課
外
活
動
の一層
の
充
実
を
願
い
、

文
化
系
サ
ー
ク
ル
補
助
金
交
付
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
！

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
愛
好
し
て
い
た
私
が
、

札
幌
大
学
吹
奏
楽
団
の
顧
問
に
就
任
し
た
の

は
2
0
0
0
年
の
秋
で
し
た
。
以
来
、
こ
の

楽
団
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
者
と
し

て
タ
ク
ト
を
振
る
わ
れ
る
今
井
先
生
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
楽
団
は
着
実
に
成
長
を
続
け
、
数

多
く
の
心
に
残
る
演
奏
会
を
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
も

優
秀
な
成
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
で

も
、
就
任
翌
年
の
2
0
0
1
年
に
全
日
本
吹

奏
楽
連
盟
主
催
の
「
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞
、
見
事
日
本
一の

栄
冠
に
輝
い
た
こ
と
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
も
演
奏
技
術
の
向
上
を
目

指
し
、
再
び
金
賞
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。
そ

の
た
め
に
は
猛
練
習
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
学
生
の
本
分
は
勉
強
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
大
学
教
授
と
し
て
部
活
動
と
勉
強

の
両
立
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

重
視
し
て
い
る
の
が
、
礼
儀
と
マ
ナ
ー
で
す
。

音
楽
家
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
高
度
な
演
奏

技
術
で
は
な
く
、「
豊
か
な
人
間
性
」
だ
と
い

う
私
の
信
念
か
ら
、
礼
儀
と
マ
ナ
ー
は
厳
し
く

指
導
し
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
を
通
じ
て
、
人
間

と
し
て
の
成
長
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
東
日

本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
東
北
地
方
の
学
生

に
義
援
金
を
贈
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
、
演
奏
会
も
募
金
も
大
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
コ
ン

サ
ー
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
地
方
遠
征
が
続

き
ま
す
。
遠
征
に
は
後
援
会
様
か
ら
多
大
な

ご
厚
意
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

団
員
一
同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

音
楽
を
愛
し
感
動
を
届
け
る
人
と
し

て
、
礼
儀
と
マ
ナ
ー
を
養
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す

札幌大学吹奏楽団顧問

経営学部教授　小山　修

明
る
く
前
向
き
な
札
大
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
戻
す
た
め
、

「
協
働
」
の
精
神
で
大
学
づ
く
り
を
推
進
！

学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

札幌大学・札幌大学女子短期大学部

学長　桑原　真人

被
災
し
た
悲
し
み
と
と
も
に
、
復
興
へ
の
祈
り
を
込
め
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
感
動
！

伸
び
シ
ロ
大
き
な
新
入
生
に
も
期
待
し
て
い
ま
す

澤田　好治さん

　

音
楽
愛
好
家
と
し
て
、
ま
た
、
札
幌

大
学
吹
奏
楽
団
の
フ
ァ
ン
と
し
て
今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
東
北
地
方
に
義
援
金
を
贈
る
た
め
、

募
金
活
動
を
兼
ね
た
演
奏
会
と
い
う
こ

と
で
、
意
義
あ
る
演
奏
会
に
な
り
ま
し

た
ね
。
注
目
し
て
い
た
楽
曲
は
、
オ
ラ

ン
ダ
の
作
曲
家
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

コ
ミ
タ
ス
さ
ん
が
作
っ
た
「
東
北
の
た

め
の
エ
レ
ジ
ー
」。
エ
レ
ジ
ー
は「
哀
歌
」

と
い
う
意
味
で
、
そ
の
曲
名
通
り
、
被

災
し
た
人
た
ち
の
悲
し
み
と
と
も
に
、
復

興
に
向
け
た
力
強
い
祈
り
が
感
じ
ら
れ
、

大
変
感
動
し
ま
し
た
。
私
も
微
力
な
が
ら

募
金
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、

1
年
生
に
と
っ
て
は
初
の
演
奏
会
で
し
た

ね
。
今
年
の
新
入
生
の
実
力
は
ど
の
程
度

な
の
か
、
大
変
楽
し
み
に
し
て
来
ま
し
た
。

初
の
演
奏
会
と
あ
っ
て
緊
張
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
限
り
な
い
伸
び

シ
ロ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
が
楽
し
み
で

す
。
演
奏
会
全
体
の
感
想
は
、
音
楽
愛
好

者
の
拍
手
も
加
わ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

札
幌
大
学
吹
奏
楽
団
の
演
奏
や
活
動
は

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
毎
年
、

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
「
キ
タ
ラ
」
で

年
末
に
開
催
さ
れ
る
定
期
演
奏
会
（
今
年

は
11
月
27
日
）
も
、
今
か
ら
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
新
入
生
の
成
長
に
も
期
待
し
た

い
で
す
ね
。

演
奏
会
の
選
曲
、
構
成
は
私
た
ち
学
生
自
身
の
手
で
！

ス
テ
ー
ジ
で
得
た
感
動
が
練
習
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
！

言
葉
以
上
に
感
じ
た
人
の
温
か
さ

特
別
給
付
奨
学
金
・
成
績
優
秀
者
奨
学
金
　
受
給
者

夏
休
み
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

昨
年
の
定
期
演
奏
会
後
に
団
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
伝
統
の
札
幌
大
学
吹
奏
楽
団

を
率
い
る
立
場
と
し
て
大
き
な
責
任
と
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
す
。
部
員
は
現
在

50
人
。
今
年
も
20
人
ほ
ど
の
新
入
部
員
を

迎
え
、
新
編
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

練
習
日
は
月
、水
、木
の
週
3
日
。コ
ン
サ
ー

ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
近
付
く
と
毎
日
練
習

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
個
人
練
習
や

パ
ー
ト
ご
と
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ま
さ
に
音
楽
漬
け
の
毎
日
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
好
き
な
音
楽
で
す
か
ら
飽
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
、

　

ず
っ
と
海
外
へ
留
学
し
た
い
と
思
っ
て

い
て
、
大
学
3
年
生
の
時
に
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
へ
1
ヵ

月
間
の
短
期
留
学
を
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
海
外
で
の
生
活
で
、
最
初
は
日
本
と
の

文
化
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
会
話
も
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
て
不
安
に
感
じ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
私
の
拙
い
英
語
を
一
生
懸

命
聞
い
て
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
す
る
姿

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
た
3
週
間

は
驚
き
と
感
動
の
連
続
で
し
た
。私
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
シ
ド
ニ
ー
に
あ
る

U
T
S
大
学
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化

や
習
慣
、
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
放
課
後

や
週
末
に
は
現
地
の
学
生
や
友
達
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
英
語
が
不
得
意
な
私

は
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
が
で
き
ず
、
も
ど
か

し
く
思
う
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
会
話
の
コ
ツ
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
留
学
し
て
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
U
T
S
の
学
生
の
学
び
に
対

聴
衆
の
皆
様
か
ら
拍
手
を
い
た
だ
く
感
動

を
経
験
し
た
ら
、
厳
し
い
練
習
も
全
く
苦

に
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
選
曲
、
構
成
は
全
て
学

生
自
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
本
日
の
「
た
ん

ぽ
ぽ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
一
生
懸
命
考
え
ま

し
た
。
映
画
音
楽
や
食
器
を
使
っ
た
演
出

が
大
変
ご
好
評
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と
胸
を

撫
で
下
ろ
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
団

長
就
任
後
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
、
新

入
生
に
と
っ
て
も
初
の
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
だ

け
に
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

今
後
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
を

も
と
に
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

目
標
は
ズ
バ
リ
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
け
る
金
賞
受
賞
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
地
区
大
会
や
全
道
大
会
を
勝
ち
抜

く
こ
と
が
絶
対
条
件
。
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
な

演
奏
を
心
掛
け
、
こ
れ
か
ら
も
人
の
心
に

響
く
音
を
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
、
言
葉
以
上
に
人
の
温
か
さ
を
感
じ
、

感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
E
L
C

の
語
学
学
校
で
も
ゲ
ー
ム
な
ど
を
用
い
て

楽
し
く
英
語
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
素
敵
な
経

験
を
た
く
さ
ん
で
き
て
、
私
は
こ
の
海
外

研
修
に
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

す
る
姿
勢
で
す
。
学
生
達
の
学
び
に
対
す

る
積
極
的
な
姿
勢
は
素
晴
ら
し
く
私
も
彼

ら
を
見
習
っ
て
多
く
を
学
び
、
さ
ら
に
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
留
学
の
機
会
を
与
え
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
っ
た
大
学
、
先
生
、
家
族
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

■ ■ ■ ■ ■聴 取 者 の 声

札幌大学吹奏楽団　団長

経営学部経営学科3年　澁谷　日香莉

外国語学部英語学科4年　

小野　有里佳
経済学部経済学科

武田　静香

女子短期大学部英文学科2年

畠山　夏実

　

私
は
高
校
卒
業
後
、
看
護
学
校

に
1
年
間
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、や
っ

ぱ
り
自
分
の
好
き
な
英
語
を
も
っ

と
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
短
大
英
文

学
科
を
受
験
し
入
学
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
時
か
ら
英
語
が
大
好
き

で
1
度
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
ア
メ

リ
カ
文
化
を
実
際
に
体
験
し
ま
し

た
。
外
国
人
と
会
話
で
き
る
と
自

分
の
世
界
観
が
広
が
っ
て
楽
し
く
て

も
っ
と
勉
強
し
た
い
！
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

札
大
の
先
生
方
も
私
の
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
て
、
み
ん
な
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
と
て
も
優
し
い
で
す
。

　

私
は
四
大
へ
の
編
入
を
希
望
し

て
留
学
を
考
え
て
い
ま
す
。
好
き

な
英
語
を
学
ん
で
い
る
の
で
辛
い
と

思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
む
し
ろ

毎
日
の
授
業
が
楽
し
く
て
毎
日
学

校
に
行
き
た
い
く
ら
い
！

　

私
は
成
績
優
秀
者
に
対
し
て
奨

学
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら

ず
、
手
紙
が
来
た
と
き
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
お
か
げ
で

ま
す
ま
す
勉
強
に
意
欲
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
す
る
の
が
1
番
い
い
と

思
い
ま
す
！
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も

是
非
、
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

楽しく続けることが
いい結果に繋がる！
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